
 

 

   

    

  

 

平山
ひらやま

小学校
しょうがっこう

の皆
みな

さんこんにちは。ナミビアの小学校で先生
せんせい

をしている吉野
よ し の

です。 

先日
せんじつ

、ナミビアへ来
き

た頃
ころ

からずっと行
い

ってみたかった博物館
はくぶつかん

へ行ってきもました。「ダマラリビングミュ

ージアム」という博物館です。ここは、私
わたし

が住
す

んでいるウサコスの住民
じゅうみん

の中
なか

で最
もっと

も大
おお

きな割合
わりあい

をしめて

いる「ダマラ族
ぞく

」という民
みん

族の文化
ぶ ん か

を学
まな

ぶことができる博物館です。さらに、ここはただの博物館ではあり

ません。「動
うご

く博物館」と言
い

われるように、実際
じっさい

にダマラ族の方々
かたがた

が生活
せいかつ

の様子
よ う す

を見
み

せ、詳
くわ

しい説明
せつめい

までし

てくださるのです。ナミビアに来たら絶対
ぜったい

に行って欲
ほ

しい！と思
おも

えるほど、すごく勉強
べんきょう

になる貴重
きちょう

な体験
たいけん

をさせてもらいました。今日
き ょ う

はそこで学んだダマラ族の伝統
でんとう

的
てき

な文化について紹介
しょうかい

したいと思います。 

ダマラ族の伝統文化 
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2025年 5月  第 34号 

① 植物
しょくぶつ

などの活用
かつよう

 

↑モパネという植物。幹
みき

の皮
かわ

が丈夫
じょうぶ

なので、紐
ひも

のように何
なに

かを束
たば

ねるのに使
つか

われた。皮

をはいだ枝
えだ

を歯
は

ブラシとし

ても使っていた。 

↑お湯で沸かして砂糖
さ と う

やミルクを加
くわ

え、紅茶
こうちゃ

のように飲まれていた

植物。葉の部分
ぶ ぶ ん

は食
た

べ

ることもできる。 

↑コルドホベスという

植物。胃腸
いちょう

薬
やく

やかぜ薬、

解熱剤
げねつざい

として使われて

いた。お湯で沸かして飲
の

むと快便
かいべん

になるそう。 

↑コルゴラッタと呼ば

れる植物。葉
は

をお湯で沸

かし、その湯を冷
ひ

やして

耳
みみ

に垂
た

らすと耳の薬
くすり

と

して使うことができる。 

↑コルドアゴヘと呼
よ

ば

れる植物。お湯
ゆ

で沸
わ

か

し、せき止
ど

めとして使

われていた。ツーンと

する強
つよ

い香
かお

りが特徴
とくちょう

。 

↑ぞうの糞。燃
も

やして

煙
けむり

を吸
す

い込
こ

むと、ひざ

や腰
こし

の痛
いた

み、頭痛
ず つ う

やコ

ロナなどに効
き

く。虫
むし

よ

けにもなるそう。 

↑レッドオカと呼ばれ

る土
つち

の塊。削
けず

ってパウダ

ー状
じょう

にしたものが中に

入
はい

っていて、女性用の

化粧品
けしょうひん

として使われた。 

↑ハイラックスの糞
ふん

の

塊
かたまり

。お湯で沸かして

飲
の

んだりにおいを嗅
か

い

だりする。女性用
じょせいよう

の薬

として使われた。 

 
ハイラックス→ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

②決
き

め事
ごと

に使われた勝負
しょうぶ

 

Si  

④動物
どうぶつ

の毛皮
け が わ

の活用 

③火
ひ

起
お

こし 

Si  

⑤伝統的な民芸
みんげい

品 

頭
あたま

を使うゲームのよう

なもので、何か決め事をす

る際
さい

に使われます。これを

使って奥
おく

さんにする女性を

取
と

り合
あ

うこともあったほ

ど、大事
だ い じ

な決め事にも使わ

れていたそうです。 

着火
ちゃっか

剤としてロバの糞

を使って火を起こす様子
よ う す

です。男性
だんせい

にとって、火起

こしや狩
か

りの能力
のうりょく

は、奥

さんをもらうための必須
ひ っ す

な能力だったそうです。 

狩りをして動物の肉
にく

を食べ、毛皮

も無駄
む だ

にせず活用します。毛がつい

たまま絨毯
じゅうたん

や装飾
そうしょく

品などにする

こともありますが、毛を剥
は

いだ皮を

使って装飾品を作
つく

ることもありま

す す。その毛を剥いでやわらかい皮を作る工程
こうてい

を見せてもらいました。①のように毛皮を広
ひろ

げて②のように道具
ど う ぐ

を使って毛を剥ぎます。実際
じっさい

に私も体験させてもらいましたが、かなり力
ちから

のいる作業
さぎょう

でした。上手
う ま

く剥ぐのは

とても難
むずか

しかったです。毛を剥いだ後
あと

、水
みず

でよく洗
あら

い、③のように天日
て ん ぴ

干
ぼ

しにしてやわらかくするそうです。 

①  ② ③ 

毛を剥ぐのに使っていた④

の道具も手作
て づ く

りです。木
き

と動物

の角
つの

で作られています。刃
は

の部

分は熱
ねっ

した金属
きんぞく

を⑤のように

石
いし

でたたいて平
たい

らにし、⑥のよ

うに石で削って鋭
するど

くします。 

④  ⑤ ⑥  

ダマラ族の女性たちは、動物や自然
し ぜ ん

から得
え

た素材
そ ざ い

を

使って民芸品を作っています。野生
や せ い

動物の皮や毛、木の

実
み

、ヤマアラシの毛、ダチョウの卵
たまご

などが主
おも

に使われ

ています。左
ひだり

の写真
しゃしん

の白
しろ

と黒
くろ

の丸
まる

いものが、ダチョウ

の卵だそうです。白い卵の殻
から

を熱すると黒くなるそう

です。卵の殻を右
みぎ

の写真①のように砕
くだ

いて丸くし、その

後②のように穴
あな

を開
あ

けビーズのようにします。これを

大量
たいりょう

に作って組
く

み合わせアクセサリーなどを作るそ

うです。私も穴を開ける作業を体験させてもらいまし

たが、１つの穴を開けるだけでもすごく時間
じ か ん

がかかり、

手の込
こ

んだ民芸品であることがよくわかりました。 

↑卵の殻を砕いて丸くする様子 

↑丸くした殻に穴を開ける様子 

①  

②  

↑この道具は毛を剥ぐだけでなく、髭
ひげ

剃
そ

りなどにも使われていたそうです。 

↓剥
は

いだ毛は、枕
まくら

の中に入れるなどして活用されているそうです。 


